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SAA：serum amyloid A protein，VCAM１：vascular cell adhesionmolecule１，HbA１c：hemoglobin A１c，OHdG：
hydroxydeoxyguanosine，TBARS：thiobarbituric acid reactive substance．矢印は，適切な有酸素運
動による変化が報告されているもの。一部の指標の分類は，文献によって異なる。

















































































































プ ラ ス ミ ノ ー ゲ ン 活 性 化 因 子）を 増 加，PAI１
（plasminogen activator inhibitor １，プラスミノーゲ
ン活性化因子阻害物質１）を低下させ線溶系を亢進させ
ることが報告されている４）。








































る BDNF 産生亢進がある１８２０）。BDNF は主に脳の海馬に
発現する神経性因子であり，学習・記憶・認知に関わっ
ていることが知られている。海馬における研究では，
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